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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
被
害
の
爪
痕
が
ま
だ
ま
だ
残
る
現
状

の
な
か
で
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
対
す
る
期
待
が
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

 

今
号
は
、
第
八
回
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
の
開

催
速
報
を
中
心
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

第
八
回
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
は
二
〇
一
三
年

七
月
十
二
日
（
金
）
、
十
三
日
（
土
）

の
日
程
で
、
仙
台
市　

仙
台
市
民
会
館

他
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

仙
台
市
で
は
現
在
建
設
中
の
地
下
鉄

東
西
線
の
平
成
二
十
七
年
度
の
開
業
を

見
据
え
、
公
共
交
通
を
中
心
と
し
た
、

過
度
に
ク
ル
マ
に
依
存
し
な
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
「
せ
ん

だ
い
都
市
交
通
プ
ラ
ン
」
を
平
成
二
十

二
年
に
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で

Ｍ
Ｍ
に
関
し
て
は
、
「
せ
ん
だ
い
ス
マ

ー
ト
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
市

民
・
交
通
事
業
者
・
企
業
・
学
校
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
と
協
働
で
幅
広
く
、
多
様
な

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

発
表
申
し
込
み
要
領
・
締
め
切
り
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
一
月
下
旬
を
目

処
に
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
等
に
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ま
の
か
ら

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

他
地
域
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
、
効

果
的
な
Ｍ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
表
彰
す

る
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
賞
の
公
募
を
、
平
成
二

十
五
年
度
も
行
い
ま
す
。
昨
年
度
同

様
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
賞
、
デ
ザ
イ
ン

賞
、
技
術
賞
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
と
合

わ
せ
て
四
つ
の
部
門
で
公
募
･
審
査
を

行
い
ま
す
。

　

応
募
要
領
や
期
日
等
は
、
一
月
下
旬

ま
で
に
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
な
ら
び
に
W
E
B
サ
イ
ト
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
自
薦
･
他
薦
を
問
い
ま
せ

ん
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
賞
の
主
旨
】

　

国
内
の
様
々
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
様
々
な
取
り
組

み
や
研
究
の
中
で
も
、
特
に
優
秀
な
取

り
組
み
や
研
究
を
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
実
行
委

員
会
と
し
て
選
定
し
、
そ
の
実
現
に
貢

献
し
た
個
人
あ
る
い
は
団
体
を
表
彰
す

る
。
こ
れ
を
通
じ
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
「
実
務
発
展
」
と

「
技
術
発
展
」
を
期
待
し
ま
す
。

【
各
賞
の
概
要
】

○
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
賞

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る

実
務
的
な
「
一
連
の
持
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
、
都
市
・
地
域

の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
質
的
改
善
や
渋
滞
、
環
境

問
題
、
公
衆
の
健
康
増
進
問
題
や
都
市
構
造

問
題
な
ど
の
交
通
に
関
連
す
る
諸
問
題
の
解

消
に
向
け
て
、
効
果
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る

一
連
の
持
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
授

与○
デ
ザ
イ
ン
賞

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る

実
務
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
実
際
に

使
用
さ
れ
た
マ
ッ
プ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
フ
ォ

ル
ダ
ー
、
ア
ン
ケ
ー
ト
表
等
の
各
種
ツ
ー
ル

の
中
で
も
、
と
り
わ
け
秀
逸
な
デ
ザ
イ
ン
が

な
さ
れ
た
一
個
、
な
い
し
は
、
一
群
の
ツ
ー

ル
に
つ
い
て
授
与

○
技
術
賞

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
務
に
資

す
る
技
術
の
発
展
に
、
顕
著
な
貢
献
を
な
し

た
「
研
究
業
績
」
に
つ
い
て
授
与

○
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
連
の

取
り
組
み
の
中
で
実
施
さ
れ
た
「
実
務
的
な

一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
で
も
、
と
り
わ

け
、
都
市
・
地
域
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
質
的
改

善
や
渋
滞
、
環
境
問
題
、
公
衆
の
健
康
増
進

問
題
や
都
市
交
通
問
題
な
ど
の
交
通
に
関
連

す
る
諸
問
題
の
緩
和
に
実
際
に
大
き
く
貢
献

し
、
諸
問
題
の
抜
本
的
緩
和
に
繋
が
り
う
る

新
規
性
を
持
ち
、
か
つ
、
そ
の
完
成
度
・
応

用
可
能
性
や
取
り
組
み
姿
勢
が
す
ぐ
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
授
与
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弊
社
は
、
「
復
建
」
の
名
の
通
り
、

戦
後
の
復
興
建
設
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
社
団
法
人
が
前
身
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
フ
ァ
ー
ム
で
す
。
鉄
軌
道
分
野
や

総
合
交
通
分
野
を
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
と
し
、
Ｍ
Ｍ
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

弊
社
が
取
り
組
む
Ｍ
Ｍ
の
特
徴
の
一

つ
と
し
て
、
「
規
模
の
大
き
さ
」
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
京
都
府
に
お
い
て

年
間
約
二
十
二
万
人
を
対
象
と
す
る
免

許
更
新
時
Ｍ
Ｍ
に
携
わ
り
、
関
係
者
の

皆
様
と
一
緒
に
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
第
五

回
近
畿
圏
Ｐ
Ｔ
調
査
（
二
〇
一
〇
年
）

で
は
、
約
四
十
万
人
を
対
象
に
ワ
ン

シ
ョ
ッ
ト
Ｍ
Ｍ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
交
通
だ
け
な
く
、
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
取
り
組
む
Ｍ
Ｍ
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
交
通
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
行
政

や
交
通
事
業
者
の
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
が
事
業
主
体
と

し
て
Ｍ
Ｍ
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で

す
。
弊
社
は
、
二
〇
〇
九
年
度
に
事
業

子
会
社
を
設
立
し
、
事
業
者
の
立
場
か

ら
も
Ｍ
Ｍ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
被
災
地
に
お
い
て
、
復
興

を
目
的
と
し
た
Ｍ
Ｍ
に
取
り
組
む
機
会

も
増
え
そ
う
で
す
。
戦
後
復
興
の
た
め

に
生
ま
れ
た
会
社
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
活
か

し
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
の
た
め
に
、
よ

り
広
い
視
点
か
ら
主
体
的
に
Ｍ
Ｍ
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

J
C
O
M
M
法
人
会
員
紹
介

 v
o
l.1

0
 

中
央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

▲ 写真　事業主体としてMMも含めて
　　　　　　取り組んだ「丹波篠山えこりん」
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私
た
ち
の
移
動
が
及
ぼ
す
影
響
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
な
ど
の
「
環
境
」
や
消
費

カ
ロ
リ
ー
な
ど
の
「
健
康
」
と
比
べ
て

実
感
し
づ
ら
く
、
で
も
、
と
て
も
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
い
る
の
が

「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
影
響
で
す
。

　

そ
の
理
解
の
た
め
の
俯
瞰
的
な
視
野

を
育
み
、
共
有
化
す
る
の
に
便
利
な

ツ
ー
ル
が
山
口
県
宇
部
市
で
活
用
さ
れ

て
い
る
、
ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
で
す
。

　

ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
は
、
そ
の
上
に

立
っ
て
い
る
と
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
の
主

人
公
の
ガ
リ
バ
ー
に
な
っ
た
よ
う
な
気
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分
に
な
る
、
大
き
な
地
図
で
す
。
宇
部

市
の
マ
ッ
プ
は
、
耐
久
性
の
あ
る
化
繊

生
地
を
用
い
て
作
成
し
た
こ
と
で
、

テ
ー
プ
等
を
繰
り
返
し
貼
っ
た
り
、
畳

ん
で
持
ち
運
ぶ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
点

が
特
徴
で
す
。
宇
部
市
の
ガ
リ
バ
ー

マ
ッ
プ
は
六
㍍
×
八
㍍
の
大
き
さ
で
、

眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
ま
ち
に
新
た
な

発
見
が
あ
り
ま
す
。

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は

さ
ら
に
、
マ
ッ
プ
上
の
日
常
生
活
で
訪

れ
る
場
所
に
利
用
交
通
手
段
で
色
分
け

し
た
模
型
を
置
い
て
分
担
率
を
調
べ
た

り
、
幹
線
道
路
へ
の
商
業
施
設
の
集
積

や
公
共
交
通
不
便
地
域
な
ど
ま
ち
の
構

造
を
示
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
知
ら
な
い
場

所
や
道
が
あ
る
こ
と
、
多
く
の
人
が
ク

ル
マ
を
使
っ
て
い
る
こ
と
、
意
外
と
近

く
の
場
所
に
ク
ル
マ
で
行
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
ま
ち
の
地
理
や
自
分
の
行

動
、
そ
し
て
他
の
人
の
行
動
に
様
々
な

発
見
を
促
し
、
ま
ち
へ
の
興
味
・
関
心

を
育
む
で
あ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
皆
で
マ
ッ
プ
を
囲
み
、
話
し

な
が
ら
自
分
た
ち
の
行
動
や
ま
ち
の
様

子
を
再
現
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
へ
の
理

解
を
共
有
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

宇
部
市
で
は
、
親
子
で
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
小
中
学
校
や
高
校
で
の
環
境

学
習
や
地
域
学
習
、
市
民
大
学
（
生
涯

学
習
）
で
の
講
義
な
ど
、
幅
広
い
年

代
・
参
加
者
に
対
応
し
た
様
々
な
参
加

型
イ
ベ
ン
ト
・
授
業
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
山
口
大
学　

鈴
木
春
菜
）

▲　写真ガリバーマップを用いた小学校での授業の様子

第二十回 

「
ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
」
で

　
 

ま
ち
を
「
発
見
」
し
て

　
　

「
共
有
」
す
る
取
り
組
み

　　

　

私
が
Ｍ
Ｍ
に
関
心
を
持
っ
た
の

は
、
一
九
九
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
開

催
さ
れ
た
第
二
十
五
回
Ｐ
Ｔ
Ｒ
Ｃ

（
欧
州
交
通
会
議
）
で
エ
リ
ザ
ベ
ス
・

ア
ン
プ
ト
女
史
が
発
表
さ
れ
た
「
ト

ラ
ベ
ル
ブ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
自

動
車
交
通
の
削
減
」
と
題
し
た
論
文

と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

三
つ
の
ブ
レ
ン
ド
を
提
唱
さ
れ
て
お

り
、
手
段
の
ブ
レ
ン
ド
、
行
動
の
ブ

レ
ン
ド
、
一
週
間
と
い
っ
た
時
間

単
位
で
の
行
動
の
ブ
レ
ン
ド
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ア
デ
レ
ー
ド
で
は
自
動
車

利
用
時
間
や
自
動
車
ト
リ
ッ
プ

数
が
三
割
弱
も
削
減
さ
れ
た
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ

に
目
か
ら
鱗
（
う
ろ
こ
）
で
し

た
。
当
時
我
が
国
で
は
Ｔ
Ｄ
Ｍ

の
概
念
が
浸
透
し
て
は
い
ま
し

た
も
の
の
、
多
く
は
社
会
実
験

で
終
わ
り
、
ま
た
、
効
果
も
限

定
的
で
、
持
続
的
な
取
り
組
み

も
数
え
る
ほ
ど
と
い
う
状
況
で

し
た
。
二
〇
〇
四
年
に
は
念
願
叶
い
、

ア
デ
レ
ー
ド
の
ア
ン
プ
ト
女
史
の
オ

フ

ィ

ス
（S

t
e
e
r
 
D
a
v
i
e
s
 
G
l
e
a
v
e

社
）
を
訪
問
し
た
こ
と
が
先
日
の
こ

と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

「
人
々
の
日
常
の
生
活
に
つ
い
て
ま

ず
じ
っ
く
り
話
を
聞
き
、
そ
の
中
か

ら
、
個
人
個
人
が
抱
え
る
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
問
題
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
の
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
話
は
と
て
も
印
象
深
く
、
今
も
深
く

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
五
年
に
は
福
岡
国
道
様
と
ご

一
緒
に
Ｍ
Ｍ
に
取
り
組
む
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
き
、
福
岡
市
内
の
商
店
街
の

空
き
店
舗
を
二
ヶ
月
間
間
借
り
し
、
地

域
の
Ｍ
Ｍ
拠
点
と
し
て
モ
ビ
リ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
十
名
ほ

ど
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
、
地
域
住
民

の
方
々
に
訪
問
し
、
お
話
を
伺
う
こ
と

が
出
来
た
経
験
は
今
で
も
自
分
の
Ｍ

Ｍ
の
原
点
と
し
て
、
あ
の
当
時

を
振
り
返
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｍ
を
経
験
さ
せ
て
頂
き
、

仕
事
の
仕
方
自
体
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
所
属
し
て
い
る
会
社
の
話
で

恐
縮
で
す
が
、
会
社
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
共
有
し
、
目
標
に
向
か
っ

て
社
員
の
行
動
変
容
を
如
何
に

進
め
て
い
く
か
、
試
行
錯
誤
の

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の

際
、
事
実
情
報
の
提
供
や
行
動
プ

ラ
ン
の
実
践
な
ど
、
Ｍ
Ｍ
技
術
を
自
然

に
適
用
し
て
い
る
事
に
改
め
て
気
づ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｍ
は
魔
法
の
杖
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
Ｍ
Ｍ
と
い
う
技
術
を
通
し
て
人
々

が
繋
が
り
、
皆
の
強
い
意
志
が
住
民
や

企
業
を
動
か
し
て
い
く
、
動
か
し
続
け

て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。
初
心
忘
る

べ
か
ら
ず
で
、
今
後
も
日
々
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第4回：計量計画研究所　牧村和彦

私とＭＭ

▲　写真大人対象セミナーの様子
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